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近年のコロナ禍と夏季の高温の影響により換気とエアコンの温度調整の両立が難しく
なってきた。
また、生徒全員が快適に過ごせるようなエアコンの温度調整を要求するのは授業中では
難しい。そのため、生徒の暑い、寒いといった体感温度を数値化し教師側に示せるよう
な装置を作ればエアコンの温度調整が容易になると考えた。しかしエアコンのような密
封される空間だと空気がこもってしまう。例えば、体育の後の教室は生徒の汗や熱気が
こもってしまう。そのような空間は涼しい空間でもよい環境とは言えない。そこで教室
の環境を変えるために２つの装置を製作した。１つ目は温度調節のための装置だ。従来
では、生徒全員の意見を取り入れることは難しい。この装置は、生徒の暑い、寒いの意
見を反映できる。これにより、適切な温度管理が可能になる。２つ目は喚起のための装
置である。この装置は、エアコンが設置されている密閉された空間で生徒が空気のこも
りを感じた際に用いる。この装置により、適切な喚起のタイミングを把握することがで
きる。この２つの装置を使い、教室の環境改善を容易にすることができる。

・マイクロビットを使い、生徒の暑い、
寒いの意見を取り入れる。その結果を
教師に伝えることができるようにする。
これにより適切な温度管理を可能にす
る。

・マイクロビットを使い、生徒ににお
いについての意見を取り入れる。結果
を窓側に座っている人が見える場所に
設置する。これにより適切な喚起を可
能にする。

まず、教室を図１のような正方形と仮定し、エアコンを業務用の天井
の真ん中につける形のものとする。

1、エアコンの温度調節
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生徒が、暑いときに「Ａボタン（＋１）」、寒いときに「Ｂボタン（－１）」
を押す。中間機で結果の合計を算出する。そしてその合計が１より大きいとき
親機に図２のように値が出ている場所を示し抵抗内蔵型発光ダイオードを赤に
光らせる。また、合計が１より小さいとき親機に図２のように値の出ている場
所を示し抵抗内蔵型の発光ダイオードを緑色に光らせる。結果が表示されるこ
とで教師はエアコンの温度調節を行う。

2,教室内の匂いの判断

• １２人以上が、同じタイミングでマイクロビットのボタンを押してし
まうと、２回アラームが鳴ってしまう。

• 窓が開いていても、開けるよう指示が出る可能性がある。

１,教室の温度の通知

中間機で合計を出す

中間機に１が送られる

生徒のマイクロビットにAが押される

合計が６以上になる

親機にsmellを送る

２,教室の匂いの判断

親機でopenを音とともに表示させる

生徒が教室の空気が悪いと感じた時に
マイクロビットのＡボタンを押す。す
ると生徒側のマイクロビットが中継の
マイクロビットに１を送る。中継のマ
イクロビットで合計を出す。その合計
が６以上になったら窓側の生徒にみえ
るように設置した親機のマイクロビッ
トにopenと表示し、音を鳴らす。親機
のマイクロビットのAボタンを押すと表
示と音が消えるように設定した。それ
と同時に中継機の値をリセットするよ
うにした。

中継生徒用ボタン

・教室内は36人を想定しているが、今回マイクロビットの数が不足し
ていたため、６人と規模を縮小して動作確認を行った。
・押ボタンと無線を利用し、想定通りに実行できた。
・生徒の温度についての装置で、開発当初は生徒のグループに対応さ
せた記号を教師側に表示する予定であったが、視覚的にわかりやすく
するため、マイクロビットにグループの位置を表示させるようにした。

今回の制作物は、2023年度電気通信大学UECスクールプログラミング入門
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ（A日程）の内容で制作した装置を発展させたものです。電気
通信大学の笹倉 理子先生、TAの方々に協力をしていただいたり、たくさ
んのアドバイスをいただいたりしました。今回の制作に関わっていただい
た方々に心よりお礼申し上げます。

生徒用ボタン 中継

• グループ内の二人で連続で異なるボタンを押したら合計の値が０になってし
まい、装置が機能しなくなってしまう。

• 教室内で表示が異なるグループ同士が重なってしまうと、片方のグループし
か結果が教師側に表示されないため、生徒の意見をしっかり反映することが
できない。

• 実際に学校で教室の温度についてどう思っているかアンケートを実施すべき
だった。

図３：教室のイメージと机や教卓のイメージ
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これらの作業を中心（図１
の一番濃い青）、中間（図
１の二番目に濃い青）、外
側（図１の一番薄い青）に
中間機を分けて行う。
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